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富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

自然再生研究会の会員によるビオトープ整備（２）

ニホンザルの調査　－アースウォッチプロジェクトの準備をかねて－

　「自然再生研究会」の人達に、12月27日に河口湖美術館施設の水路をきれい

にしてもらったという内容は1月号に書きましたが、その2回目の活動として

2月8日に「アシ刈り」をしてもらいました。まだ雪が少し残っていて当日も小

雨だったのですが、4名の学生が一生懸命刈ってくれ、大池公園施設との２ヶ

所で、軽トラック満杯のアシを刈ることが出来ました。刈り取ったアシは富

士山の日の大焚火に使ってもらうことになりました。

　河口湖美術館施設は面積が広いので、上流部はアシのあるところは全て刈

り、下流部は水路の周りだけ刈りました。大池公園施設の上流部は周囲だけ

刈って、下流の池の部分は全て刈りました。今回刈り込みをしたのは、写真の

ようにすでに２ｍを超す高さのところが、この2施設には多くなってきたか

らです。アシの間にヨシキリと思われる鳥の古巣も残っていて、ホタルが住むだけでなく、カワニナなどのたくさんの水

生生物や鳥までの様々な生き物にとっても良い環境をつくることが、私たちが住むためにも良い環境になるのだと痛感

しました。同時に、草地は人が適度に刈ってやらなければ、じょじょに林に変わってしまいます。しかし、いつ、どの位刈っ

てやるのが良いのかは、まだはっきりしていません。そこで、刈り方を変えながら定期的に変化を見て行こうということ

になり、2ヶ月に1回程度の割合で自然再生研究会の会員達と一緒にモニタリングをする計画を立てています。

　一昨年からアースウォッチプロジェクト（アースウォッチジャパンの会員

が自主的に希望して調査に参加してくださるもの）で「富士山の絶滅危惧チ

ョウ類」を開催させていただいており、今年も5月から8月に６回計画されて

いますが、今年から新たに「河口湖のニホンザル」プロジェクトが3月から9月

に月１回の予定で開催されることになりました。

　東京農工大学の江成広斗君が主任研究員として中心となり、畝井由幸君と

協力して行われます。その準備として、2月15日から17日にかけて農工大学の

学生ボランティア４人が加わってニホンザルの群れの追跡調査が行われま

した。2日目は雪と小雨で追いかけのに苦労したそうですが、無事調査が終わ

り3月からの本番にむけ、確かな手応えを感じたようです。

　河口湖周辺のニホンザルの調査は、すでに山梨県環境科学研究所の吉田洋さんを中心に行われていましたが、昨年4月

から東京農工大学と自然共生研究室も加わって共同での調査が始まりました。その中で11月から始まったのが「群れの

追跡調査」です。林の中も、雪の中も、ひたすらサルと一緒に移動するという大変な調査ですが、これまでの成果は2月15

日から始まった浅川・船津・河口の各地区での説明会で報告させていただきました。これまでは、学生１～２人で行ってい

たものですが、アースウォッチプロジェクトによって調査人数が多くなれば、サルの群れの先端と最後尾を２グループ以

上で追いかけることができ、群れの移動とともに群れの幅（はば）や広がりもつかむことができるのではと期待されます。

また、いつ、どこに現れ、主に何を食べているのかといった情報も多く得られ、各地域での被害対策を立てるための大切な

基礎資料となります。

　調査結果は随時報告いたしますので、今後ともご協力をよろしくお願いいたします。

★河口湖フィールドセンター周辺でのニホンリスの調査も、新たに加わった北海道大学大学院博士課程の片岡友美さん

　が中心となり、日本でも初めてと思われる興味深い観察結果も出ています。8月の国際哺乳類学会で発表するために熱

　心に調査をしてくれていますが、詳しくは発表できる段階になりましたらお知らせします。

★4月から「チョウとアリの共生」について、NHKで撮影取材される予定になりました。

ショート・ニュース
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女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

　
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一

年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
男
女
共

同
参
画
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
な
か
っ

た
が
、
幸
い
に
も
委
員
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
勉
強

す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
ん
な
中
で
感
じ

た
こ
と
は
男
女
共
同
参
画
は
夫
婦
や
家
庭
だ
け
で
な

く
職
場
や
地
域
を
含
む
問
題
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
男

性
の
関
心
が
薄
い
こ
と
で
あ
る
。

　
男
女
共
同
参
画
の
話
題
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
が
、
男
性
の
家
事
や
育
児
に
対
す
る
協
力
や
分

担
の
重
要
性
で
あ
る
。
経
済
社
会
や
労
働
力
の
変
化
に

よ
り
女
性
の
社
会
進
出
が
共
働
き
家
庭
を
増
加
さ
せ

た
。
そ
の
結
果
男
女
関
係
の
あ
り
方
や
家
事
育
児
に
対

す
る
役
割
も
意
識
も
変
化
し
て
き
て
お
り
、
男
性
も
着

実
に
関
わ
り
だ
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
慣
行
や

制
度
を
男
女
平
等
の
視
点
か
ら
見
直
す
意
識
改
革
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
　
　
　
　 

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
倉
沢
洋
一

リ
レ
ー
こ
ら
む

リ
レ
ー
こ
ら
む

暴力(2)
STOP  THE

　
男
女
が
共
に
参
画
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

た
行
動
計
画
策
定
に
伴
い
、
プ
ラ
ン
策
定
委
員
を
公
募

し
ま
す
。(

若
干
名)

　

　
応
募
の
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
男
女
共
生
・
国

際
係
へ

　
男
女
共
同
参
画
啓
発
紙
芝
居
の
イ
ラ
ス
ト
や
ス
ト

ー
リ
ー
づ
く
り
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
　

　
　
●
℡
７
２-

６
０
５
３
　
　
男
女
共
生
・
国
際
係

町
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員

紙
芝
居
製
作
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

町
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員

紙
芝
居
製
作
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

町
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員

紙
芝
居
製
作
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

募
集

配偶者からの暴力に悩んでいる人があなたのまわりにいたら･･･

あなたが被害者なら･･･あきらめないで相談してください。

孤立している被害者の力になってください。

　配偶者からの暴力被害は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。改正された「配偶者からの暴力
の防止及び被害者の保護に関する法律（配偶者暴力防止法）」について先月号で「相談」に関してお知らせしまし
た。今月は、相談機関からのメッセージをお届けします。

婦人相談員が悩み事の相談相手になり、
助言、支援を行います。
秘密は固く守ります。
　　　℡055－254－8635

配偶者からの暴力を受け、
どうすればよいのかわからない。
そんな時のご相談ください。

様々な不安や悩みを抱える女性のために
女性総合相談を行っています。

・困ったとき、苦しいとき、ひとりで悩まないでまずはお電話ください。

・相談員(女性)がお話を聞き、一緒に考えます。

・土曜日､日曜日も受け付けています。（月曜日､祝日の翌日、年末年始は休み）

・秘密は厳守します

・電話、面接とも匿名可です。お気軽にどうぞ。

　　　　　　　　　℡055－237－7830

面接相談 電話相談 一時保護

配偶者暴力相談支援センター（山梨県女性相談所）

警　　察　　署 女性の人権ホットライン（甲府地方法務局人権擁護課）

山梨県立男女共同参画推進センターぴゅあ総合

あなたの幸せのために

～お力になります　こんな時～
＊自分自身の悩み　　＊配偶者からの暴力の悩み
＊家庭や家族の悩み　＊職場における悩み
…………………………………………………

…………………………………………………

女性の人権ホットラインとは･･･？

法務省では、悩みを持った女性が気軽に相談できる専用　 

の相談窓口として「女性人権ホットライン」を設けました。

どんな相談を受け付けているの･･･？

職場における男女差別やセクシュアル・ハラスメント、

夫やパートナーからの暴力、家庭内の問題など女性に対す 

るあらゆる人権侵害についての相談を受け付けています。

秘密は厳守します。安心してお話しください。

誰が相談に応じているの･･･？

法務大臣から委嘱された人権擁護委員及び法務局の職員

が相談に応じています。　℡055-252-0430

Q

Q

Q

A

A

A

あなたの話を聞きます あなたを守る手立てがあります あなたが自立する支援をします

　夫やパートナーからの暴力、待ち伏せや無言電話など

のつきまとい等の行為及びこれらを反復して行うストー

カー行為などは犯罪であり、決して許されるものではあ

りません。

　警察では、女性に対する暴力の問題に関する

取り組みを強化しており、すでに多くの人が警

察に相談することで問題を解決しています。

　これらの問題を抱えて悩んでいたり困ってい

る人があれば相談してください。

　早めの相談が早期解決につながります。
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

２
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進

月
間
に
あ
わ
せ
て
、
町
内
の
小
・
中
学
生
を

対
象
に
、
福
祉
作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

作
文
105
点
、
ポ
ス
タ
ー
317
点
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
過
日
、
社
協
役
員
や
河
口
湖
美
術
部
に
よ

る
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品
を
選
出
し
ま
し

た
。
入
選
者
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
入
選
者
の
表
彰
は
、
３
月
30
日
に
行
わ
れ

る
「
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
」

の
席
上
に
て
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
も
、
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
ベ
ル
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
す

べ
て
の
応
募
作
品
を
展
示
で
き
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】
　

小
学
生
の
部
　
三
浦 

　
奏
（
西
浜
小
２
年
）

中
学
生
の
部
　
小
林 

春
奈
（
勝
山
中
３
年
）

【
優
秀
賞
】

小
学
生
の
部
　

　
渡
辺 

　
優
（
小
立
小
６
年
）

　
渡
辺 

湧
斗
（
小
立
小
６
年
）

中
学
生
の
部

　
古
屋 

壽
人
（
河
口
湖
南
中
１
年
）

　
渡
辺 

英
梨
（
西
浜
中
２
年
）

【
最
優
秀
賞
】
中
学
生
の
部

　【
最
優
秀
賞
】
小
学
生
の
部

　
　
赤
池 

和
佳
奈
（
船
津
小
３
年
）

【
優
秀
賞
】

　
山
崎 

郁
弥
（
河
口
小
１
年
）

　
渡
辺 

彩
未
（
小
立
小
２
年
）

　
篠
原 

可
帆
（
大
石
小
３
年
）

　
外
川 

仁
美
（
船
津
小
４
年
）

　
吉
田 

　
彩
（
大
石
小
５
年
）

　
梶
原 

葉
月
（
西
浜
小
６
年
）

　
中
嶋 

美
紀
（
河
口
湖
北
中
１
年
）

　
小
佐
野 

梓
（
勝
山
中
２
年
）

【
佳
　
作
】

　
三
浦
保
乃
花
（
西
浜
小
１
年
）

　
三
浦 

夏
帆
（
大
嵐
小
２
年
）

　
宮
下 

紗
樹
（
河
口
小
３
年
）

　
小
林 

尚
聖
（
西
浜
小
４
年
）

　
小
池 

彩
香
（
小
立
小
５
年
）

　
山
下 

大
樹
（
船
津
小
６
年
）

　
渡
辺
　 

佑
（
勝
山
中
１
年
）

　
三
浦
　 

司
（
西
浜
中
２
年
）

 

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ロ
ビ
ー
登
録
団
体
及
び
個
人
が
一
堂
に
会

し
、
相
互
の
交
流
や
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

福
祉
の
集
い
と
合
わ
せ
て
『
福
祉
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
集
い
は
、
登
録
者
が
交
替
で
運
営
を

行
い
、
今
回
は
、
花
を
育
て
る
会
（
古
屋
ま

つ
子
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
企
画
か
ら
担
当

い
た
し
ま
す
。

　
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
町
内
の
方

で
関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
参
加
費
は
、
無
料
で
す
。

日
時
：
３
月
30
日
（
水
）

午
後
１
時
～
２
時
50
分
（
受
付
12
時
45
分
）

場
所
：
富
士
河
口
湖
町
勝
山
ふ
れ
あ
い

　
　
　
セ
ン
タ
ー
さ
く
や
ホ
ー
ル

講
演
：
（
講
師
）
県
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　 

 
 

　
城
野 

仁
志
　
氏

（
内
容
）
災
害
時
の
要
援
護
者
へ
の
支
援
に 

  

　
　
　
　
つ
い
て

問
合
せ
：
町
社
協
（
電
話
７
２
ー
１
４
３
０
）

　
富
士
河
口
湖
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
富
士
河
口

湖
町
行
動
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
素
案
が
で
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
行
動
計
画
と
は
、
す
く
す
く
と
の
び
や
か

に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ふ
じ
か
わ
ぐ
ち
こ
‐
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
喜
び
と
育
て
る
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
‐
を
基
本
理
念
と
し
、
現
状
を
分
析
し
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
く
か
を
示
す
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

全
文
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
の

う
え
、
町
役
場
福
祉
推
進
課
ま
で
ご
意
見
・

ご
要
望
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先
　

　
　
　
福
祉
推
進
課
　
７
２
‐
6
0
2
8

小
・
中
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ポ
ス
タ
ー
・

福
祉
作
文 

入
選
者
決
定

第
２
回
　
福
祉
作
文
（
敬
称
略
）

第
２
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ポ
ス
タ
ー

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
』

　
　
　
　
　
　
開
　
催

朝野　愛 (西浜中1年)

次
世
代
育
成
支
援
対
策

　
推
進
法
に
基
づ
く

　
　
富
士
河
口
湖
町
行
動
計
画
の

　
　
　
策
定
に
つ
い
て
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http://www.mfi.or.jp/kawato1/   e-mail kawato1@mfi.or.jp

毎週月曜日・館内整理日 (31日)

火曜日 大石・河口分館読み聞かせ会

木曜日 午後３時～６時

午後３時～６時

8・22日(火)　 16:30～3・10・17・24日

1・8・15・22・29日

富士河口湖町立図書館　TEL &FAX 0555-73-3963

休館日

開館日

●本館の2005年3月の予定●

日本語 英　語

●本館読み聞かせ会の予定●

●大石・河口分館 2005年3月の予定●

1・15日(火) 10:30～22日(火) 10:30～

　昨年に引き続き、町立図書館では、図書館の仕事に興味があり、

ボランティアとして活動していただける方々を募集しています。

　・参加資格・・図書館に興味を持っている方で、１８歳以上の方

　　　　　　　　月に2・3回　２時間以上可能な方

　・活動内容・・書架への資料の返却や書架整理

　　　　　　　　資料の整理及び装備

　　　　　　　　新館への移行準備作業

　・募集期間・・平成１７年３月３１日まで

　・申し込み方法・・「ボランティア申し込み書」

　　　　　　　　　　に記入し、図書館に提出して下さい。尚、詳

　　　　　　　　　　細を知りたい方、興味のある方は図書館まで

　　　　　　　　　　お問い合わせ下さい。（電話　73-3963）

図書館ボランティアさん大募集図書館ボランティアさん大募集

　山梨県下の図書館の状況を

まとめた山梨県図書館白書が

だされました。　このなかで、

今回は、各図書館の貸出し状

況をお知らせします。

　新刊が続々オープンするな

かで、わが町の貸出数は

202.294点と県内第８位とな

りました。

　手狭でゆっくり本を見るス

ペースがない現状ですができ

るだけ利用者の方々の要望に

お応えしていきたいと思って

おります。

　お気軽にご利用下さい。

富士河口湖

山 梨 県 立

甲 府 市 立

富士吉田市

塩 山 市 立

都 留 市 立

山 梨 市 立

大 月 市 立

韮 崎 市 立

南アルプス市

春日居ふるさと

勝 沼 町

石 和 町 立

一 宮 町 立

八 代 町 立

三 珠 町 立

23.825

882.677

188.476

54.215

26.478

33.413

32.064

31.805

32.352

72.040

7.217

9.660

26.788

11.408

8.752

4.203

202.294

75.196

645.262

269.387

92.170

110.765

121.665

211.207

61.962

380.663

47.618

115.672

293.676

148.089

10.359

7.698

市川大門町

身 延 町 立

南 部 町 立

竜 王 町 立

敷 島 町 立

玉穂町生涯

昭 和 町 立

田 富 町 立

双 葉 町 立

す た ま 森

高 根 町 立

長 坂 町 立

八ヶ岳大泉

忍 野 村 立

上野原町立

10.699

7.815

10.547

39.419

19.066

9.899

16.099

16.375

13.709

7.205

9.940

9.491

4.639

8.448

26.562

44.587

41.595

82.687

414.479

94.998

223.674

163.163

132.710

117.778

69.140

62.599

24.929

156.490

108.063

83.956

図書館名 奉仕人口 年間貸出数 図書館名 奉仕人口 年間貸出数

図書館利用統計  ～県内図書館の状況～（平成１６年３月３１日現在の統計）図書館利用統計  ～県内図書館の状況～（平成１６年３月３１日現在の統計）

内  容 ・うたあそび

　　　 ・パペット（にわとりさん）

　　　 ・おはなし

　　　　（金色とさかのおんどり）

　　　 ・大型絵本

　　　　（みにくいあひるのこ）

　　○楽しいおはなしや絵本が盛りだく

　　　さん。大人の方もご一緒にどうぞ。

　　　お誘いあわせてお出かけ下さい。

３月１３日（日） 午後2：00～
中央公民館　和室

おはなし会がありますおはなし会があります
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＝
船
津
財
産
区
業
務
員
募
集
＝

ひ
ろ
が
れ
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
輪 
 

【
ふ
じ
山
麓
児
童
合
唱
団
団
員
募
集
】

富
士
北
麓
公
園
　
春
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
ご
案
内

電
子
オ
ル
ガ
ン
を
探
し
て
い
ま
す

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

■
会
　
場
　
富
士
北
麓
公
園
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
対
　
象
　
一
般
男
女
　
抽
選
２
０
名

■
持
ち
物
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、

 
 
 
 
 

体
育
館
専
用
シ
ュ
ー
ズ

■
参
加
費
　
５
０
０
０
円
　
初
回
受
付
時
徴
収

【
初
級
者
テ
ニ
ス
教
室
】
�

■
日
　
時
　
４
月
21
日
～
６
月
30
日 

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
５
月
５
日
は
除
く
）

■
内
　
容
　
プ
ロ
コ
ー
チ
に
よ
る
経
験
者
を
対
象
に
し

　
　
　
　
　
た
教
室
。
ダ
ブ
ル
ス
の
ゲ
ー
ム
が
出
来
る

　
　
　
　 

こ
と
を
目
標
に
練
習
し
ま
す
。

■
会
　
場
　
富
士
北
麓
公
園
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
対
　
象
　
一
般
男
女
　
抽
選
20
名

■
持
ち
物
　
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、

 
 
 
 
 

体
育
館
専
用
シ
ュ
ー
ズ

■
参
加
費
　
５
０
０
０
円
　
初
回
受
付
時
徴
収

【
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
教
室
】
�

■
日
　
時
　
４
月
22
日
～
７
月
１
日
毎
週
金
曜
日 

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
４
月
29
日
は
除
く
）

■
内
　
容
　
経
験
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
体
を
動
か

　
　
　
　
　
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
、
精
神
の
開
放
を
感

　
　
　
　
　
じ
な
が
ら
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
心
の

　
　
　
　
　
交
流
を
図
る
。

■
会
　
場
　
富
士
北
麓
公
園
体
育
館
　
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

■
対
　
象
　
一
般
男
女
　
抽
選
40
名

■
持
ち
物
　
体
育
館
専
用
シ
ュ
ー
ズ
、

　
　
　
　
　
発
汗
後
の
飲
み
物
の
用
意
・
タ
オ
ル
等
の
準
備

■
参
加
費
　
３
５
０
０
円
　
初
回
受
付
時
徴
収

【
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
】
�

●
申
込
受
付
　
３
月
16
日
（
水
）
～
22
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
電
話
に
て
。

　 

定
員
を
越
え
た
場
合
は
主
催
者
の
責
任
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
必
要
事
項
　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、

　
　
　
　
　
　
電
話
番
号
、
ラ
ケ
ッ
ト
等
の
有
無
、

　
　
　
　
　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
F
A
X
（
必
須
）

●
問
合
先
（
財
）
山
梨
県
県
民
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団

　
　
　
　
　
富
士
北
麓
公
園
管
理
事
務
所

■
日
　
時
　

　
４
月
７
日
よ
り
毎
週
木
曜
日

　
　
午
後
７
時
30
分
～
10
時
　
中
央
公
民
館

　
４
月
９
日
よ
り
月
３
回
（
土
曜
日
）

　
　
午
前
９
時
～
11
時
30
分
　
林
公
民
館

●
問
合
先
　
梶
原
智
恵
子
　
℡
72-

０
４
０
９

　
　
　
　
　
河
口
湖
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　
歌
の
好
き
な
子
あ
つ
ま
れ
ー
!
! 
 

 
 

す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ
く
ろ
う
!
1 
 

　
小
学
校
２
年
生
以
上
の
男
女
募
集
中
☆
○
◎
◇ 
 

　
町
イ
ベ
ン
ト
、各
種
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
や
研
修
会
、

合
宿
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
練
習
を
見
に
来
て
下

さ
い
。
船
津
小
西
側
の
公
民
館
で
毎
週
土
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。 
 

●
問
合
先
　
青
少
年
教
育
係
　
℡
72-

6
0
5
3
　

　
　
　
　
　
渡
辺
ま
で
　

　
17
年
度
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
や
こ
ど
も
向
け
教
室
講

座
の
際
に
使
用
可
能
な
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
探
し
て
い
ま

す
。 
 

　
使
え
る
け
ど
不
要
と
な
っ
た
電
子
オ
ル
ガ
ン
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
是
非
連
絡
を
下
さ
い
。 
 

●
問
合
先
　
青
少
年
教
育
係
　
℡
72-

6
0
5
3
　

　
　
　
　
　
渡
辺
ま
で

【
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
】
�

■
日
　
時 

４
月
20
日
～
６
月
29
日 

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
５
月
４
日
は
除
く
）

■
内
　
容
　
プ
ロ
コ
ー
チ
に
よ
る
初
心
者
の
た
め
の
教

　
　
　
　
　
室
。
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
の
な
い
人

　
　
　
　
　
も
、
楽
し
み
な
が
ら
テ
ニ
ス
の
基
本
を
学

　
　
　
　
　
べ
ま
す
。

　
三
ノ
段
・
天
上
山
等
の
区
有
地
を
管
理
す
る
業
務
員

を
募
集
し
ま
す
。
履
歴
書
と
健
康
状
態
が
わ
か
る
診
断

書
等
（
町
で
行
な
う
健
康
診
断
の
結
果
表
で
も
可
）
を

持
参
し
、
町
役
場
二
階
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
　
区
有
地
内
の
伐
採
、
下
刈
り
、
清
掃
等
　

■
採
用
人
員
　
若
干
名

■
勤
務
場
所
　
天
上
山
・
三
ノ
段
他
船
津
財
産
区
有
地

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
雇
用

■
締
　
　
切
　
３
月
15
日

●
問

合

先
　
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局

　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
１
１
１
２

■
日
　
時
　
４
月
18
日
（
月
）
　

■
場
　
所
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
３
０
０
０
円
（
税
・
諸
経
費
含
む
）

■
特
　
　
典
　
昼
食
・
練
習
ボ
ー
ル
（
３
０
球
）

■
申
込
期
間
　
３
月
７
日
（
月
）
～
４
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
申
込
用
紙
あ
り

●
問
合
先
　
役
場
二
階
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局

　
　
　
　
　
℡
72
‐
１
１
１
２

　
８
人
の
ダ
ン
サ
ー
と
コ
ー
ラ
ー
（
号
令
す
る
人
）
が

万
華
鏡
の
よ
う
に
織
り
な
す
不
思
議
な
ダ
ン
ス
。
ダ
ン

ス
と
い
う
よ
り
頭
と
体
の
体
操
。
と
り
こ
に
な
る
こ
と

請
け
合
い
で
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
お
一
人
で
も
お
友

達
同
士
で
も
、
親
子
で
も
結
構
。
特
に
運
動
不
足
の
方

に
は
う
っ
て
つ
け
。
一
度
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
者
募
集
！

＝
第
18
回
富
士
河
口
湖
町
住
民
ゴ
ル
フ
会
＝
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１９

＝
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
・
受
講
生
募
集
＝

＝
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
＝

春
休
み
子
ど
も
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
相
談
会

＝
特
設
子
ど
も
人
権
相
談
所
＝
開
設

「
青
年
国
際
交
流
事
業
」
参
加
青
年
募
集
！

引
越
し
を
ご
検
討
の
み
な
さ
ま
へ

　
と
な
り
ま
す
。
運
送
事
業
者
へ
の
早
期
見
積
も
り
依

　
頼
等
早
め
の
準
備
が
賢
い
引
越
し
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
見
積
も
り
は
非
常
に
重

　
要
で
す
。
引
越
し
の
見
積
も
り
は
無
料
で
す
。
見
積

　
も
り
以
降
に
荷
物
が
増
え
る
と
、
作
業
時
間
遅
延
に

　
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

○
貴
重
品
類
は
お
客
様
に
携
帯
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
壊
れ
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
等
電
子
機
器
の
取
扱
い
は
運

　
送
事
業
者
と
し
っ
か
り
打
合
せ
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
エ
ア
コ
ン
等
の
取
り
外
し
・
不
用
品
の
処
分
な
ど
付

　
帯
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
し
た
場
合
は
、
別
途
料
金
と
な

　
り
ま
す
。

○
引
越
し
終
了
後
は
必
ず
・
速
や
か
に
・
詳
し
く
、
荷

　
物
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
運
送
事
業
者
の
責

　
任
は
荷
物
を
引
き
渡
し
た
日
か
ら
三
ヶ
月
以
内
で
す
。

●
問
合
先
　
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
６
２
‐
５
５
６
１

　
　
　
　
　
山
梨
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
３
５
‐
０
８
８
０

　
内
閣
府
が
行
っ
て
い
る
「
青
年
国
際
交
流
事
業
」
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
交
流
事
業
名

　
①
航
空
機
に
よ
る
青
年
の
海
外
派
遣
（
チ
リ
・
フ
ォ
ミ

　
　
ニ
カ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ヨ
ル
ダ
ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中

　
　
国
、
韓
国
）

　
②
世
界
青
年
の
船（
イ
ン
ド
、ケ
ニ
ア
、モ
ー
リ
シ
ャ
ス
）

　
③
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船(

ブ
ル
ネ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム)

■
資
格
要
件
　
18
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
青
年

■
募
集
期
間
　
３
月
１
日
か
ら
３
月
30
日

※
詳
細
及
び
応
募
に
つ
い
て
は
、
県
企
画
部
県
民
室
青
少

　
年
課
（
℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
5
7
）
へ
電
話
し
て

　
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
３
月
20
日
（
日
）
～
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野
1
1
0
9
）

　
　
　
　
　
幼
児
指
導
室

■
対
象
児
　
０
歳
児
よ
り

■
相
談
内
容
　

　
１
、
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関

　
　
　
す
る
悩
み
相
談
　

　
２
、
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ
る
お

　
　
子
さ
ま
へ
の
関
わ
り
方
ア
ド
バ
イ
ス
（
育
児
相
談
）

　
３
、
聴
力
測
定
　

　
４
、
補
聴
器
調
整

■
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

　
　
　
　
　
　

し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先
　
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支

　
　
　
　
　

援
セ
ン
タ
ー
」
担
当
　
雨
宮
・
金
子

●
電
　
話
　
０
５
５
３-

22-

１
３
７
８

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
５
３-

22-

６
４
１
９

※
�無
料
、
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
開
設
し
ま
す
。

■
相
談
内
容
　

・
児
童
、
生
徒
の
い
じ
め
問
題
や
体
罰
の
問
題
等

・
そ
の
他
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
こ
と
で
、
相
談
先

　
が
不
明
な
ど
で
お
困
り
の
場
合

■
日
　
時
　
３
月
26
日
（
土
）
10
時
～
15
時

■
場
　
所
　
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
内

　
　
　
　
　
甲
府
市
丸
の
内
１
丁
目
８
の
５

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

＝
引
越
し
の
ポ
イ
ン
ト
＝

○
引
越
し
は
３
月
中
旬
か
ら
４
月
上
旬
が
ピ
ー
ク
期
間

　
t
e
l
　
24-

3
6
5
1
　
f
a
x
　
24-

3
3
6
8

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジw

w
w
.
m
f
i
.
o
r
.
j
p
/
h
o
k
u
r
o
k
u
/

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　h

o
k
u
r
o
k
u
@
m
f
i
.
o
r
.
j
p

職
業
訓
練
６
ヶ
月
コ
ー
ス
　
家
屋
営
繕
科

■
募
集
期
間
　
６
月
３
日
～
11
月
21
日

■
定
　
　
員
　
10
人

■
応
募
資
格
　
求
職
者
（
原
則
と
し
て
公
共
職
業
安
定

　
　
　
　
　
　
所
に
求
職
を
申
込
ん
で
い
る
方
）

■
受

講

料
　
無
料

■
訓
練
内
容
　
木
造
建
築
物
の
簡
単
な
営
繕
が
で
き
る

　
　
　
　
　
　
よ
う
な
技
術
・
技
能
の
習
得

■
募
集
期
間
　
３
月
28
日
～
５
月
９
日

●
問

合

先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４
‐
43
‐
８
９
１
１

１
、
二
級
建
築
士
受
験
準
備
講
座

■
日
　
時
　
４
月
上
旬
～
40
日
間

■
場
　
所
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
校

■
受
講
料
　
会
員
4
万
円
、
会
員
外
4
万
2
千
円

　
　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
代
、
願
書
代
別
途

■
締
　
切
　
３
月
28
日
（
月
）

２
、
普
通
職
業
訓
練
生

■
希
望
職
種
　
木
造
建
築
科
、
配
管
科
、
塑
性
加
工
科

　
　
　
　
　
　
左
官
科
、
建
築
塗
装
科

■
訓
練
期
間
　
各
科
と
も
３
か
年
（
４
月
～
）

■
特
　
典
　
技
能
士
補
資
格
取
得

国
家
技
能
検
定
試
験
２
級
の
学
科
試
験
免
除

　
　
〃
　
１
級
受
験
に
必
要
な
実
務
経
験
年
数
の
短
縮

■
月
　
謝
　
会
員
3
千
円
、
会
員
外
5
千
円

■
締
　
切
　
３
月
28
日
（
月
）

●
問
合
先
　
℡
22
‐
５
２
１
４


